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１．研究計画の概要 
（１） 臨時台湾土地調査局公文類纂を中心
とし、関連する台湾総督府文書の調査・分析
を行い、翻刻・入力を通じて文字情報データ
ベースを構築する。 
（２） 上記の調査を行った総督府官員の業
務記録から、彼らの台湾統治に臨む姿勢と資
質を探り、外地で展開した明治官僚制の特質
を探る。同時に、その作業を通じて総督府に
対する評価を導き出す。 
（３） 台湾において漢民移住者が形成して
きた旧慣の実態と、清朝政府の施策を分析し、
そのような状況下で総督府が採った統治手
法の実態を解明する。 
（４） 史料調査は主にインターネット経由
で文書画像を取得する手法をとるが、校訂の
ための原本確認をかねて国史館台湾文献館
を調査地とし、現地の研究協力者との打合せ
や研究会を実施する。あわせて研究機関に現
地の研究者を招き、国際的なシンポジウムを
開催して、情報交換と研究の進捗を図る。 
 
２．研究の進捗状況 
（１） 臨時台湾土地調査局公文類纂につい
ては、約７割にあたる約２０万コマの文書画
像を取得することができた。その分析過程を
通じて重要と判断したものを翻刻・入力し、
約 35 万字の文字情報を蓄積している。 
（２） その成果は、研究代表者が主催する
ホームページに掲載することで、デジタルデ
ータとして、より効率的な利用を可能とする
態勢を整えた。IT 時代にふさわしい媒体によ
る公表である。これは明治日本が海外に残し
た、近代古文書としての文字情報を、国内外

の学界共通の資産とすることになるものと
考えた結果である。 
（３） 総督府文書を調査する過程では、土
地政策を基軸とする台湾の近代化の実相と、
土地および旧慣の調査に従事した総督府官
員の実像が浮かびだしている。ともすれば官
員の不正や腐敗が強調されてきた、従来の総
督府に対する評価を転換できる可能性を想
定している。その際、近代以前の武家官僚制
との連続性を意識しながら、外地を媒介とし
た日本の近代法の展開と明治期官僚制の特
質を分析する素材が獲得できたと思う。 
（４） 国際シンポジウムについては、ミニ
サイズではあるが、次の実績を積んだ。 
① 2008 年６月、台湾大学法律学院教授王
泰升氏を招き、「法文化の視点から『近代』
を問う日台交流国際研究会」を研究機関で開
催した。 
② 2009 年 1 月、総督府文書を所蔵する国
史館台湾文献館館長と研究員２名を研究機
関に招聘して「総督府文書研究の現状と課
題」をテーマに国際シンポジウムを開催、参
会者による情報および知見の共有ができた。 
③ 2009 年 3 月、「日治法院档案与跨界的法
律史研究（国際検討会）」(開催地は台湾大学)
に招待され、台湾の法院に残された判決原本
データベースの公開に関する討議に参加し
た。 
④ 2010 年 6 月、台湾大学法律学院陳聡富
教授を招いて「土地制度と『近代』」をテー
マとする日台交流国際研究会を研究機関で
開催した。 
⑤ これらを受けて 2011 年 5 月、研究代表
者はこれまで得られた成果をまとめ、「台湾
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の近代化と土地法制」と題して、国史館台湾
文献館で開催される第 5回古文書検討会で報
告する。その内容は前年度までに蓄積した成
果である。 
 
３．現在までの達成度 
 ③やや遅れている。 
（理由） 
 台湾総督府文書は膨大なボリュームであ
り、臨時台湾土地調査局公文類纂に限っても
292 巻を数える。所蔵機関の配慮によってイ
ンターネット経由の画像閲覧・取得が可能に
なったのは研究期間の 2 年目であり、翻刻・
入力を研究の基盤としたため、論著の公刊が
遅れる結果となった。 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１） 文書画像の取得作業を終えるが、今
後とも本研究課題の延長として、閲覧のシス
テムを継続する。 
（２） 翻刻・入力のタイムリミットを年度
前半とし、最終的な校訂を進めて総合的な精
査を行う。 
（３） ホームページのフレームを確定し、
所蔵機関と連携して文字情報の公開を開始
する。 
（４） 蓄積したデータの分析を進め、論著
の執筆を重点的に行う。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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